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コ語 名 国語総合

教 材
1科書 i編 国語総合 2

教材 常用漢字の1/2トラン て
一

学習の

目標

1 蜃す 。開 く能 力 力、読む r総合的に育てます。
2言 語事「 こ関する知識、理解を深めます。
3 へ の ′い。 ・態度を育てます

学習の

進め方

1毎 時間ノヽテストを実施します
2現代文 (随想・小説・評論・詩歌)を読んで、それぞれの作品に対する理解を深めま‐
31 iんで独特のリズムを味わい、古人の考え方を学びま1

単元
`

具体的な学習内容

目ll

4
○オリエンテーション
○感動する心

国語総合の学習について
ワンダフル・プラネット

学習規律の徹底
※単元ごとにワークをします。

5

○日本語を見つめる
○古文に親しむ

・漢宇め性格
・古典の魅力

6

○随筆の楽しみ ・春はあけぼの 〔中間考査〕ノート提出

7
〇小説を楽しむ ・子供たちの晩餐

8

○社会に生きる
○漢文のとびら

f¬節のだめに開 く」めか]
・漢文のすすめ

9
○古文に親しむ ・ねずみの婿とり

・児のそら寝
〔期末考査〕ノート提出

前期
目標

後

１０
　
　
¨
　

Ｈ

04ヽ説を味わう
○随筆の楽しみ

○漢文のとびら

・羅生門
・にくきもの
。公世の二位のせうとに
。副1読のきまり
・格言

〇いのちと心
○随筆の楽しみ

・心が生まれた惑星 〔中間考査〕ノート提出

1

2

○漢文のとびら

○論理をはぐくむ

・故事成語

・水の東西 r議蒻厳騎甑フニ下提苗
………・

3

○詩歌との出会い 「1ま

'釘

「二ちのメルヘン」
「あどけない話」「短歌」
「rJヒ句 l

後期
目標



リエンテーション
○青年と自己実現

残主政治あ基本繭

○国民の政治参加と

○個人の尊重と法

・ 高 年 期 こ ほ

・青年期の生き方とはたらくこと

・日本国憲法、国民主権、天皇制

1_昌套
国憲法囃 保障

:義覇挙香裁菖晰要地‐
・ 日本の平和主義

繊莞長碧聾 ― ―
・個人の尊重と自由・責任

:後含番嚢啓役訂
・差別のない世界、

を提出します。

・小テスト

・中間考査
・ファイル提出

1課題L/ボニLI

・期末考査
。ファイル提出

・ 腔 綺 土 倅 こ粧 済 循 環
。景気変動と物価、経済規模と経済成長

l‐基羹8星彗警覆たち著
。租税のしくみと財政 (租税教室を含む)

・冷戦のはじまりと世界の動き

:是姿努夢請謝紀―

増讚窪
=褥
挙黒縮

。日本の安全保障と平和維持活動

一ト一ス〓ア
　̈　̈̈
¨̈．
　̈　・・

=市蘭考査:・ファイル提出
■課題ンボニト

t・効茉考査
・ ファイル提出

「課題レポ=ト



教科名 1 学

教材
(

ニ ュー ア シ j +

学習の
目標

:て の基本的な概念 を できるようにする。
式を多面的にみた ヒ ノた りできるようk
3 1次 不等式 を事象の早

=る
ようにする。

学習の

進め方

前期は教科書の内容を中心に、式の展開や因数分解,実数と絶対値まで学ぶ。
2 後/JIは教 0) :心 1) t不 12次関数の最初まで学ぶ。
3 週 ことに週末課題 をワー クか ら して させ、 を確立しつつ理 を t める。

エンテーション

○中学までの復習
の学習 について

・新入生課題の解説
・整式
・整式の加法、減法、指数法則
・式の展開

・因数分解 (初歩的なものとた
き力れす)

・因数分解 〈工夫が求められる
もの)

。有理数、実数、絶対値

。平方根、分母の有理化

:_新入当諷設のテス_ト

11次不等式

輪題芝条件
……………

と条件

喩題と条件

02次関数とそのグラフ

1次不等式の解法

:壼T羨薙翻驚……
・集合、部分集合、共通部分と

…和集合=メ彫巌工.補集合_……・命題と条件、必要条件、十分条

件

T条件あ杏定どド三瑳ルガジあ
法則

T命題あ逆
・対偶を利

、裏、対偶
用する証明法

・ lkl然

・関数の定義域、値域

・学年末考査
・ ノー ト提出

で評価する。

に活用しようとしているか。

面的・発展的に考えてい

における基本的な概念、原理・法則などを体系的に理解し、知識を身につけているか。



Q物質の構成粒子

〇粒子の結合

2編 物質の変化
∽ 薫量上化学反応式 ._

。物質とその成分

T物質あ三悪ど熱運動

:諄を[8麗ィル……
・周期表

「雰撃κ糞暮結合と種性

分̈漁 _式量_………

。中間考査
。ノー トファイル提出

・ノー トファイル提出

○酸と塩基の反応

・化学反応式と物質量

:綿謙と格波の
pH

・塩

・酸化剤と還元剤

。金属の酸化還元反応
・酸化還元反応の利用

・ 甲「
●J万宣

。ノー トファイル提出

・学年末考査

:_′ニトフ_zイル提出_

評価方法

・定期考査、小テス トの成績、プリントの取り組み状況、宿題の提出状況、レポー ト等の
表現力、実験 。観察レポー トの内容で評価 します。
・理科の観点別学習状況の評価の 4観点を基本として評価 します。

評価の
観点

様々な物質の成り立ち、構造に関心を持ち、主体的に探求しようとする態度を身につけている。

事象への疑間に対して自ら考え、正しく判断し表現する力を身につけてい

ヒ学的な事象についての探求、検証の技術・方策を身につけている。

1・ を化学の基本的な概念や原理・ して い



教科名 保健体育 体 育 学 年 14

教材
教科書 :育

副教 | ステ ッフ ア ッフ高校 ス ボー ツ :区 :通

学習の

目標

とお して、行 い ます

んで運動に取 り組み、公 協力、責任などの態度を身につけます
:に留意 して つけます。

の
方
習
め
学
進

1年生は体カテスト、体つくり、器械運動、水泳、陸上、球技、スキーを実施します。
:一斉 |

口多: C が、班活動による集団としての 2 レJミ
｀

の特性を利 甲し、自然との触れ合いを通 して健康、 lσ) :目 指 します。

0体カテスト
○体つくり運動

O永え
…………‐

駆■競技
………

・体ほぐしの運動

l姿力を高め全璽軌_

・マット運動の基本技能
(個々の能力に応じて技を選択
し、連続技を組み立てる。)
・運動・スポーツの文化的特徴

(50m、  100m)

・クロールの習得
(ゆっくり長く泳ぐ)

〈トレッキング、ウォーキング

・班つくりと準備体操つくり

・前期中間考査

・記録会の実施

:・強歩記豪郷め実施
。前期期末考査

。ノヽ レーーボ ‐―ル

(個人技能を身につけ、作戦を

_生か0た攻堕壼即 。します。_.).

・ クロスカントリースキーの
見学体験 (多様なスキー文化
を知る。)
・ゲレンデスキーの滑走法を
理解し、習得します。

・技能テス トの実施

・クロスカントリーコースでの
見学と取材活動

.:_技能えス.卜の実施

六 7XV/ロヒ′Jに γノ ι′よヽ、 理 剛 に JtXワ 泄 り 息 臥 γ 、 谷 上 、 慟 刀 、 買 l■な と の 悪 度 、
ルールや審判についての知識や技能などを、総合的に評価します。



リエンテーション
○私たちの健康のすがた

:あとぢえ芳
………

○健康と意志決定

……………行動選択.……σ藤議薇デぎ桑凝Jてう
○生活習慣病とその予防

寵 七健曇… …
○休養・睡眠と健康

雛 撻攘………
○薬物乱用と健康

○感染症の予防

・保健の学習につい
。わが国の健康水準

:標冒9騒‰

T盤爆夏=スげ醸ヵソ…
・生活習慣病とその予防

:麟踏蓼L離磁茂―
・よりよい休養と睡眠

:雛8撻嚢鱚Ё攘……
・薬物乱用と健康との関わりと

T習霞轡璧着恙 とそぁ問題~
・感染症の予防と対策

I前期中間考査

○ストレスヘの対処
・心身相関のしくみとストレス
・ス トレスヘの対処

:盤騎錫龍 労。
'‐

:齢繋尋脂電備―
・車の安全性向上

T応急手当あ意義と芋頼

「1漸蘇生あ意義と手順

聯 や熱草症 速ヽ 手雪
‐

○交通社会における

還 療塁轟暴鋸零り‐

δ艦 手菩あ意義ど
……

その基本

03臓蘇生法
……………

σ日常的な応慧ギ当
・……

評価方法
定期考査や日常の授業における参加意欲や学習態度を

評価の

観点

態 】 :について興味関心をもち、意欲的に授業に ノているか。
思 らの健康安全について考え、改善しよ]

~る
こと力`で ζているか。

【知 。理 ■> :の確保 につ いて できているか。



教科名 学 生

教材
な し

学習の
目標

:々 ス

の基晉
点か を

つ | 夕
ヽ 1てる

らの ケ
ヽ か
‐
力を高める。

学習の
進め方

:を重ね、造形表現の基静を身につι「いき
2 ノながら、 |■) :| rレ ヽ =

エンテーション

(2時間)p4～ 5

孫譲鶴現刃一¨
(10時間)
p38～ 43

0社会I美術
・
てI表算
…

ン
=雨"あ

扱Vi芳
……

(4時間)p76～ 78

して身につける力と、そのため
にやることを確認します。
準備から作業、片付けまでの手
順と表現方法の基本 (混色)

実習形式で宅0ますp…
な作品制作を行います。

「地域」をテーマに、問題解決
のためのデザインを行います。
授業はリサーチ、グループ作
業、プレゼンテーションの手順
を踏んで進めます。

方を、早く身につけるようにし
ましょう。

kプしゼジデIジヨ
‐・

ンを行い、相互交流 (鑑賞)を
行います。

表現の基礎的技術を身につけよう。

O瑛像
'デ

,た表現する
(8時間)A表現 (映 )

'観
ること、描くこと

(クロッキー、 スケッチ) p6-7
(6時FF5)p68～ 69

(A表現絵 )
(20時間)p8～ 15
p70～ 71

■マを元に描く

コンピュータによる平面表現の

方法を学びます。

対象の観察、と手による表現を
行います。客観的な対象の捉え
方を身につけます。

ところから始めます。制作の時
間は限られていますので、今ま
で学んできた表現方法を活用し
ていきます。

表現のテーマを自分で設定する

とコンピュータの特性の
いに気づき、効果的な活用方
法を考えよう。

I分なりの見方に陥らないよ
う、客観的な観察の視点を身に
つけるように心がけよう。

表現王題i・羨現意図を天切ぼし
‐

ましょう。

様々な表現の方法、様々な美術との関わり方を学ぼう。

評価方法
学習内容が絵画・彩色作品に活かされていること
計画的に作品制作を進め、進度と完成度のバランスが取れていること
挙手、発表、鑑賞などを通じて積極的に授業参加する努力に加点

評価の
観点

【関・意・ 態】 主体的に美術に関わ労とし、表現することの喜びを事受使用としたか。

【発想・構想】 様々な視点から豊かに発想し、表現意図に応じた方法を選択することができたか。

1賞

造形表現の基礎的技能を身につけ、効果的に表すことができたか。

自分なりの見方を持つとともに、他者視点あるいは客観的にとらえることができたか。



単元 : な 」

前

4
金属工芸
(真鍮削り出しによる
ベーパーナイフ)

・クロッキーを基にした繰のま
とめ、誇張、簡略
。モデルづくり、デザインの検
討
・用途や機能を理解し意匠を考
え構想を深める

機械での加工時は周囲の安全を

確認し正しく使用すること。
道具は目的に応じて正しく使用
すること。

作品制作は計画的に進め、丁寧
に仕上げること。

6

具鍮のベーパーナイフをつくる
。金属の特徴、加工法、道具、
作業順、注意点を学ぶ

真鍮の切削
削り出し、研磨
仕上げ
鑑賞

7

０
０

9

期
標
前
日
アイデアを練り形にする体験を通し作品制作に対する見通しを持つ。
用途や機能、美的要素を兼ね備えたものづくりを考えることで工芸に対する意識を高める。

後

漆芸
(カ シュー塗りによる作
品の制作 )

・アイテアスケッチ
。漆芸の特色を生かした意匠を
考える。
・身近な生活と工芸との関わ
り、社会とつながる工芸につい
て考える。

木材の加工
素地調整
塗り
研ぎ出し
鑑賞

作品制作は計画的に進め、丁寧
に仕上げること。

１

　

¨
　

２

　

　̈

３

期
標
後
目
素材に応じて表現を工夫し最後まで丁寧に作業をする。
日本の伝統工芸に対する理解を深める。

評価方法
提出された作品の状況、課題に対する技術力、デザインカ、授業への意欲・態度等によ り
総合的に評価 します。

評価の
観点

【関・意・ !

【発想 。構:

積極的かつ丁寧に取り組み、工芸への関心を高められるか。

課題に応じて自己のアイデアやィメージを考え表現できるか。

技籠】 作業工程に応じ道具を正しく使い適切かつ安全に作業ができるか。

【鑑賞 自分の作品、他人の作品の良さを客観的に捉えることができるか。



cat io! I llor

オリエンテーション

L1

English as a Global Language

Culture in Japan

L3
Why Do Cats Pur?

、学習の方法について
・入学前課題の解答と復習

・世界で英語が使用されている実態について
。文構造 (SV,SVC,SVO),時制
・ to不定詞

・世界や日本のパンの歴史について
。基本的な文構造 (SV00,SVOC)
。比較表現 (比較級,原級比較)
・受動態
・興味や関心のある事柄について話す

幕 苗あ生鮮 きまま なla蔽どういて
……

・動名詞,SVO(=that節 )
・期末考査
ファイル提出

※各Lesso■のパー

ト毎にワークを確
認します。

・小テス ト
・プリント

・中間考査
ファイル提出

。小テスト
・プリント
・小テスト
・プリント

L5
Projects with a Difference

丁百本めブ菫ヌあ礎受や影響万どういて
……

。現在完了形,過去完了形
。比較表現 〈最上級)
・動名詞① (主語,動詞の目的語)
。与えられたテーマについて話し合う

・It is～ (for… )+to不定詞
・関係代名詞who(主格)
。SVC(=that負「 )。英語で紹介文を書いたり,発表したりする。

:畷 な々イ天ツトあ蔑り立ちヽ 考え芳商 る:

・学習の振り返り、次年度に向けて

。小テスト
・プリント

・中間考査
・ファイル提出

・プリント

T学年茉著査
~¨

・ファイル提出

。小テスト

。政栗への積極円参llllや悪度、疋則考針 小テス ト、ファイルやプリントのす
総合的に評価 します。協力してペアワークやグループワークに臨みましょう。

曙続 r磯墓纏驚讐鑽
|についての知識を理解し、身に

ろうと努力 している。

巌 てピとがそ著る丁
~・

りすることができる。



:員」壼_.高齢煮

4章 共生社会

:嫌:を2勝ちτちピぁ¨

1輝藁齢社会の難

i錐置を見二凄
=0み
よつ

・食品の選択と取り扱い

・献立づくりと調理

・ ノー トファイル提出

:‐期茉著番
………………………

・ノートファイル提出

「Uざ
｀
住笙荘

4章
…
消費生活
‐

5章 環境

Tなぜ服を着るめ
'・

‐

・衣服の成り立ちと性質

=だれが暮ぢしでεヽるあだろう
¨

。どのように暮らす ?

1二れからの住墨 ヒ館ユ_……。一人暮らしに必要なものは?
。環境のためにできること

:‐中間著査
……………

・ノートファイル提出

・ ノートファイル提出

評価方法

・定期考査、小テス トの成績、プリントの取り組み状況、宿題の提出状況、レポー ト等の
表現力、実験・観察レポー トの内容で評価 します。
・家庭科の観点別学習状況の評価の 4観点を基本として評価 します。

評価の
観点

【関・意・懇 日常生活の様々な事柄に関心を持ち、その充実向上のために主体的に取り組む実践的な態度を身につけている。

【思・ 判・表 日常生活での課題を見いだしその解決のために思考を深め,適切に判断、工夫し綱造する能力を身につけている。

】 ;生活 における基 :留 ′:こつ :・ている。

田・ 埋 】 日常生活 にお ける基 1 的・ 基本 的な知識 を につ |「て いる。



教科名 工業 工業技術基礎    1 学年 ■
■

教材
教科書 工業技術番 単位数 4
副教材 な し て

一
ヒ
ヘ

学習の
目標

制作に関する基礎的技術を実] こよつて体験 し、木工への 味 。関心 を高める。
と 制作活動を通して工具の使用 :を理解し、木工の意義や役割を理解する:
3 制作に関する広い視野と倫理観を持つて木工の発展を図る 的 な 態 度 を育 て

学習の
進め方

Z上≧上生皇血笙杢工具の成り立ちや使用法について学びます。
実習をとおして木工具の 1の基礎 を理 しま

‐

3 蛇腹・ 松材 の薄削 り 。鍋敷 き・ ′ 、 を術を習得 しま
‐

考査、課題提出状況、課題に対する技術力、授業への意欲 ◆態度等により総合的に評価し
ます。

できているか
について じて正しく ことができた



教科名 工芸 名 1学年

教材
教 ンテ L

な し ズ
一

学習の
目標

C な :図の基本を身につけます。

その能力を養います。

の
方
習
め
学
進

夕
」 レヽ 25 ツLRj 具 の
の Lなる5 〔こつ い

エンテーション

ファイル提出

ファイル提出

ススイル提出__

Zスイル提出._

・ 干「副輌 黎手訂 回 、

評価方法について

T襲図あ冨踊ヽ 道動 名前I
方法について
。平面図法を作図します。
・直線に関する図法

・円に関する図法

・接触角に関する図法

。曲線に関する図法

ファイル提出

ファイル提出

・ 反 影 凶 の 程 叙

・ ドラフターの使い方

・第三角法と等角投影法

・第三角法と等角投影法

評価方法

・理解反テス トの成績、ワークシー トの提出状況、ワークシー トの内容、日常の授業への

参加態度、技能等で評価 します。

評価の
観点

意・ 園 興管理や図法の基礎・基本の習得に意欲的に取 り組んでいるか。

判・ ラ

し く

の ν′ :に表すことができているか。

し 、 :えミ ができるか。

の当分や比率の把握、平面図法・立体図法の概念を理解しているか。



教科名 工芸 名

教材
1,k l な し

の性質 と加工 ( 丞

学習の
目標

:における工芸の |する。
2 素材や加工法についての基礎的、基本的な内容を理解する。

学習の
進め方

プリン ト、板書や ビデ ノヨ に けます。
森林探訪を通 して、樹木の生物的な性質と素材としての性質について理解 しま

‐

木材資源と人間

鷲蘊職と傷著紅領
……

あ物理的性質

あ機械的性質

木材の分類と種類

≧肉眼的構造.………………

木材の種類と性質について事前

_します。………………………

械科庫整理と桟積み体験

こず云教材あ領節3‐

ファイリングしてください。
板書をまとめ、理解しやすく
記録を取ってください。
森林探訪に参加し、音威子府村

でスイ.=2Иドフェクレ主■ _… _
体験的学習は、特に主体的に取
り組むようにしましょう。

前期茉著蚕聯 価が菖ま筑
・
)‐

接着剤・緊結材

木材の種類と性質

塗装

の復習 。まとめ ど裁 教材あ鑑貰②

ド茉著番
‐
て評定が菖ます:° )…

今後の制作で必要な知識を

集呈曇換岸尾3玉キき嘉な懇
木のよさを考えましょう。

評価方法
足期考査や授業フアイルの提出状況、日常の授業への参加の態度 (意欲的に・主体的に学
習や鑑賞に取り組んでいるか。感性をはたらかせて工芸のよさや美しさを感じることがで
きるか)で、総合的に判断し評価します。

評価の
観点

劇・ 意 。態 字 習 の 内容 につ いて ンようと積極的に取り組むことができるか。
lJ o ξ晨 木工芸に関する基礎的な知識を、実際の制作と結び付けて考えることができるか。

技能

工芸の|

:用 す る , の ヤ ことができるか。
【知  ・ 埋】 の について理解することができるか:



エンテーション
○動物ぐるま

ヽお下ヌ うち著湯
○動物パズル制作

構想 (エスキース)

・ テ 百 内 谷 ・ 藤

"り
爆 燿

・墨付、糸のこ盤、ポール盤の操作
・素地調整、オイルフィニッシュ
・木材の種類、繊維方向とその作品
上がりの関係性についての学習
・服装、安全保持、清掃方法の学習

※高大連携による講義
・糸のこ盤による切り出しの習熟
。モチーフの単純化、省略化
・小刀、彫刻刀の扱いの学習
・透かし彫り、薬研彫りの学習
・芋接の行い方、クランプ、小刀、
、飽等の扱い方の学習
・紅立手順、加工と基準面の関係

けから完成までの工程及び基礎
的な工具の扱い方を学びます。
カツラを使用します。

茄ユ 難 あ関繭ごうVSで制作
'

して学習します。
彫りの練習を兼ねたバズル作りであ
ることを理解して下さい。
素地調整に頼らず切断する技術をつ
けるよう、意識していきましょう。
想から完成までの作品制作の手順
に必要な思考力を養う、制作する上
で必要な思考力を高めましょう。
ツラを使用します。

/J'フ リ ~副

スプーン制作
エスキース
製材
加工
素地調整
塗装

めなる撃 語め莉

「

・

ラトリレ
ホイッスリレ
のどちらかを選択

・安全性に配慮したデザイン決定
。大型機械による製材の基礎、材料
、加工方法についての作業に応

じた工具や加工方法を適切に選択す
る学習

∵葉蔵茄王:・
・
紅立手嶺1こういて

¨

学びます。
・工程を考えて機能性を満たす
品づくりをします。

す。無駄なく強度・加工工程を
慮して木取りして下さい。
作業内容に応じて鋸、糸鋸、
菫、小刀、彫刻刀の使い分けす
る力を身につけて下さい。
素地の状況を判断し、適切な番
数を選択して素地調整できるよ
うになって下さい。
接着、組立、塗装の順番を考え
て作業するようにしましょう。
締切を意識し、逆算して作業を
するようにしましょう。

評価方法
提出された作品の状況、課題に対する技術力、デザインカ、授業への意欲・態度等
により総合的に評価します。

評価の
観点

i工芸へのll心 菫拿‐菫民 , 学習課題を理解し、積極的かつ丁寧に取り組み、工芸への関心を高められるか。

【発想 構想の能力】 課題に応じて美しい形を作り出し、構造や加工法、道具、材料の適切な選択ができるか。
【創造的な技能】 作業工程に応じた適切な作業技術、安全確認を含め道具の適切な使用ができるか。

【鑑賞の能力】 作品のよさや美しさ、加工法について考えを深め、制作に生かす事ができるか。


